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自立活動の意義と指導の進め方
──自立活動における実態把握から目標・内容設定のための支援ツールの活用──
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1 自立活動の意義と教育課程上の位置付け

自立活動は，個々の障がい等から生じる学習上又は生活上の困難を改善・克服するために必

要な指導領域として，従前から特別支援学校の教育課程に位置付けられてきた（図 1）。小・

中学校等の教育は，児童生徒の生活年齢に即して系統的・段階的に進められていて，その内容

は，発達段階等に即して選定・配列されており，それらを順に教育することで人間としての調

和のとれた育成を図っている。しかし，障がいのある児童生徒の様々なつまずきや困難は，発

達段階を考慮して教育するだけでは十分とは言えない。そこで，発達段階だけではなく，「人

間としての基本的な行動を遂行するために必要な要素」と「障がいによる学習上又は生活上の

困難を改善・克服するために必要な要素」から分類・整理した自立活動の内容（6区分 27項

目）が設定されている。このため特別支援学校の教育課程においては，小・中学校等と同様の

発達段階に即した各教科等に加えて，発達段階ではない自立活動の領域が特設され，その両面

から人間として調和のとれた育成をめざしている（図 1）。

新学習指導要領の全面実施に伴い，小・中学校の特別支援学級においては「特別の教育課

程」の編成に当たり，自立活動を取り入れることが必須となった。通級による指導では，自立

活動の内容を参考とすることとされている。これは，一人ひとりの障がい等の状況や違いから

生じる様々な困難を改善・克服していくことによって，各教科等の指導の基盤を形成し，各教

科の指導の効果や集団参加を促進する「個別最適な学び」を強化することがねらいである。
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2 自立活動の指導の基本

自立活動の「自立」とは，身辺自立，社会的自立，職業的自立ではなく，主体的に自己の力

を可能な限り発揮して取組もうとする意思や態度・習慣が重視され，単に一人でできることで

なく，自己決定や自己選択，適切な依存やヘルプの表出も「自立」の概念に含まれている。す

なわち，個々の子どもの実態に即した自立を見据えて自立活動の指導を展開していくことが重

要である。

障がい種別の自立活動の指導では，肢体不自由のある児童生徒には，動作や姿勢，言語・コ

ミュニケーションの指導等，視覚障がいのある児童生徒には，点字や白状の使い方の指導等，

聴覚障がいのある児童生徒には，口話法や手話，指文字等の指導等，病弱・身体虚弱である児

童生徒には，病気の理解，体調管理の指導等が自立活動の内容としてイメージされやすい。し

かし，知的障がいや発達がいのある児童生徒への自立活動はイメージしにくいと言われてい

る。実際に対象になっている実態例としては，言語理解の程度に比較して表出言語が極めて少

ない，発音が不明瞭で聞き取りにくい，心理状態が不安定になりパニックになりやすい，極め

て動きが多く注意集中が長く続かない，他者との関わり方や不適切で人間関係が築きにくい

等，が挙げられ，こうした実態への指導や対応には，発達段階だけの視点では不十分であり，

自立活動の役割は大きいと考えられる。

自立活動の指導は，的確な実態把握のもと，幼児児童生徒の中核的な課題を明確にし，スト

ロングポイントを活用しながら，教科指導や集団参加への基盤づくりを担っていくことにな

図 1 自立活動の意義と教育課程上の位置づけ（全体像）
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る。自立活動を展開していくための個別の指導計画の作成においては，学校と家庭が連携し，

自立活動のねらいと内容（6区分 27項目）を選定していくプロセスを共有し，丁寧に進めて

いくことが大切である。

3 自立活動の指導の進め方

特別支援学校への初任者や新転任者にとって，児童生徒の実態を把握し，自立活動の目標・

内容を設定した「個別の指導計画」を作成することには困惑が大きい。そこで，自立活動の指

導を担当する初期の段階に活用できる，わかりやすい実態把握から自立活動の目標・内容を導

くことができる支援ツールの開発を検討してきた。自立活動の指導に必要な実態把握の方法の

一つとして，自立活動の 6区分 27項目の観点・項目にチェックしていくことで，チェックが

多く付いた区分・項目を関連付けて，自立活動の指導の目標や内容を設定していく支援ツール

である。

【第 1ステップ】自立活動の 6区分 27項目の内容を具体化した項目・観点について，対象児童

生徒にとって必要と考えられる項目にチェック（☑）を付け，その中でも特

に重点的に 指導・支援する必要があると考えられる観点・項目には■を付

ける。

【第 2ステップ】チェックをつけた項目・観点を一覧表にまとめて整理する（チェック項目一

覧表）。

【第 3ステップ】チャックが多くあった区分や項目を関連付けて，目標を設定し，チェックし

た項目を参考に，対象児のストロングポイントを活かした内容を具体的に決

定していく。

※ステップ 1から 3について，複数の担当者が意見交換しながら，整理・決定していく。

自立活動の意義と指導の進め方

― ５５ ―



自立活動の意義と指導の進め方

― ５６ ―



自立活動の意義と指導の進め方

― ５７ ―



自立活動の意義と指導の進め方

― ５８ ―



自立活動の意義と指導の進め方

― ５９ ―



自立活動の意義と指導の進め方

― ６０ ―



自立活動の意義と指導の進め方

― ６１ ―



自立活動の意義と指導の進め方

― ６２ ―


